
は
じ
め
に

関
心
事
に
つい
て

健
康
と
関
心
事
の

有
無
の
関
係
性
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ト
そ
の
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三
島 

順
子

大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー・文
化
研
究
所 

研
究
員

大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー・文
化
研
究
所
が

毎
年
実
施
し
て
い
る「
生
活
者
の
意
識
と
行
動
」ア
ン
ケ
ー
ト
。

従
来
の「
性
別
」と「
年
齢
層
」で
区
切
っ
た
分
析
で
は

見
え
づ
ら
い
よ
う
な
価
値
観
の
多
様
化
が

現
代
で
は
進
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
―
―
。

「
ラ
イ
フ・ス
テ
ー
ジ
分
析
」か
ら

現
代
を
生
き
る
人
び
と
の
考
え
か
た
が
見
え
て
き
た
。

「
2
0
1
3
年
度

生
活
者
の
意
識
と
行
動
」

調
査
よ
り

ラ
イ
フ・ス
テ
ー
ジ
分
析
か
ら

見
え
て
く
る
も
の

新
分
析
軸
の
検
討
と
試
行

ラ
イ
フ・ス
テ
ー
ジ
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ

Chart 2

調査対象を17のライフ・ステージに分けて分析 ライフ・ステージ分類

年齢、配偶者の有無、子ども
の有無、職業の有無、居住
形態（同居者がいるか否か）、
子どもの年齢を、ライフ・ス
テージのグループ作成の判
断条件とした。

に
入
力
さ
れ
た（
以
下
、「
あ
り
」グ
ル
ー
プ
）

回
答
を
対
象
に
し
て
い
る
。
一
方
で
社
会
的

な
こ
と
、身
の
回
り
の
こ
と
の
い
ず
れ
も「
な

い
」
と
回
答
し
た
の
は
全
体
の
約
⅓
あ
っ
た

（
以
下
、「
な
し
」
グ
ル
ー
プ
）。
こ
こ
で
は

全
く
記
入
の
な
い
「
な
し
」
グ
ル
ー
プ
に
注

目
し
「
あ
り
」
グ
ル
ー
プ
と
の
違
い
を
見
て

み
る
。「
な
し
」
の
理
由
は
「
関
心
事
の
よ

う
な
個
人
的
な
こ
と
は
回
答
し
た
く
な
い
」

や
、
選
択
式
に
比
べ
自
由
記
述
式
は
キ
ー
ボ

ー
ド
入
力
が
「
面
倒
だ
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

あ
ろ
う
が
、「
あ
り
」
グ
ル
ー
プ
は
「
な
し
」

グ
ル
ー
プ
よ
り
精
神
的
、
肉
体
的
に
健
康
で

あ
る
と
自
覚
し
て
お
り
、
生
活
満
足
度
に
つ

い
て
の
質
問
「
あ
な
た
は
、
今
の
生
活
に
満

足
し
て
い
ま
す
か
」
へ
の
肯
定
的
な
回
答
率

も
明
ら
か
に
高
い
。「
あ
り
」
グ
ル
ー
プ
は

日
々
を
機
械
的
に
過
ご
す
以
外
に
常
に
考
え

て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
精
神
的
、
肉
体
的
、

経
済
的
余
裕
や
時
間
の
余
裕
が
あ
る
と
い
え

る
（Chart 4

）。

　
と
こ
ろ
で
「
身
の
回
り
の
最
も
関
心
の
あ

る
こ
と
」
は
「
健
康
」
だ
と
述
べ
た
が
、
実

際
の
ト
ッ
プ
は
「
関
心
事
な
し
」
で
あ
る
。

そ
こ
で
「
健
康
」
と
「
な
し
」
の
関
係
を
Ｌ

Ｓ
別
の
分
析
で
試
み
た
（Chart 5

）。

　
一
見
し
て
わ
か
る
の
は
年
齢
が
上
が
る
に

つ
れ「
な
し
」が
減
少
、「
健
康
」が
増
加
す
る
。

若
年
層
に
は
健
康
が
身
近
で
当
た
り
前
で
あ

　
社
会
や
暮
ら
し
が
高
速
化
、
複
雑
化
し
、

個
人
の
価
値
観
が
多
様
化
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
久
し
い
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
変
化
な

の
か
、
そ
の
実
態
を
あ
り
の
ま
ま
捉
え
る
べ

く
、
当
研
究
所
の
生
活
者
意
識
調
査
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
（Chart 1

）。

　
価
値
観
の
多
様
化
と
は
従
来
の
「
性×

年

代
」
別
（
男
女
別
、
年
齢
別
）
分
析
で
は
、

実
像
を
捉
え
づ
ら
く
な
る
こ
と
か
も
し
れ
な

い
。
そ
こ
で
「
性
別
」、「
年
齢
」
以
外
に
意

識
と
行
動
を
決
定
す
る
要
素
は
「
配
偶
者
」

「
子
ど
も
」「
仕
事
」
の
有
無
の
３
点
と
仮
定

し
た
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

「
日
本
の
世
帯
数
の
将
来
推
計（
全
国
推
計
）」

（
２
０
１
３
年
１
月
推
計
）
に
よ
る
と
、
１

９
８
０
年
と
比
較
す
る
と
、
複
数
世
代
同
居

家
族
や
核
家
族
な
ど
の
家
族
で
住
む
世
帯
は

減
少
し
、現
在
全
体
の
５
割
弱
で
あ
る
。一
方
、

単
身
世
帯
と
夫
婦
の
み
世
帯
は
、
各
々
13
ポ

イ
ン
ト
、
７
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
両
者
で
現

在
過
半
数
で
あ
る
。

　
調
査
で
は
配
偶
者
、
子
ど
も
、
仕
事
の
有

無
を
問
い
、
大
き
く
７
つ
、
詳
細
に
は
17
の

「
ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
（
以
下
、Ｌ
Ｓ
）」（
人

生
を
入
学
・
就
職
・
結
婚
・
退
職
等
人
生
の

節
目
ご
と
で
区
切
る
こ
と
）
に
分
類
、Ｌ
Ｓ

ご
と
に
結
果
を
分
析
し
、
価
値
観
の
多
様
化

を
捉
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
今
回
使
用
す

る
Ｌ
Ｓ
はChart 2
の
通
り
で
あ
る
。

「
社
会
的
な
こ
と
、
身
の
回
り
の
こ
と
」
に

つ
い
て
尋
ね
た
。「
最
も
関
心
の
あ
る
こ
と
」

「
２
番
目
に
関
心
の
あ
る
こ
と
」
を
各
々
２

点
ず
つ
、
最
大
４
点
を
回
答
す
る
こ
と
が
で

き
る
（
以
下
、
関
心
事
）。

　
自
由
記
述
式
で
は
回
答
が
多
岐
に
わ
た
る

た
め
、
類
似
の
回
答
を
集
約
、
分
析
す
る
。

例
え
ば
「
車
」「
自
動
車
」
を
「
自
動
車
」
に
、

「
貯
金
」「
投
資
」
を
「
資
産
関
連
」
に
な
ど

で
あ
る
。
一
方
、
受
験
・
就
職
・
結
婚
な
ど

幅
広
い
年
齢
に
わ
た
る
も
の
は
「
子
ど
も
」

と
し
て
く
く
り
、
対
象
が
乳
幼
児
・
小
児
期

に
限
ら
れ
る
「
子
育
て
」（
育
児
・
妊
娠
な

ど
を
含
む
）
と
は
別
も
の
と
し
た
。

　
人
々
の
最
大
の
「
関
心
事
」
は
「
健
康
」

で
あ
っ
た
（
次
頁Chart 3

）。
見
え
て
く
る

こ
と
は
「
社
会
的
な
こ
と
」
は
抽
象
的
で
総

論
的
な
表
現
が
多
く
、
回
答
が
集
中
し
や
す

い
（
上
位
５
項
目
計
61
％
）。
一
方
「
身
の

回
り
の
こ
と
」
は
、
健
康
が
最
も
高
く
、
そ

れ
以
外
は
多
様
で
あ
る
。
例
え
ば
「
ゲ
ー
ム
、

娯
楽
、
趣
味
」
は
「
登
山
」
や
「
マ
ラ
ソ
ン
」

な
ど
個
別
具
体
的
な
回
答
が
含
ま
れ
る
。
ま

た
「
社
会
的
な
こ
と
」
は
、
加
え
て
直
前
の

報
道
や
事
件
・
事
故
等
に
影
響
さ
れ
る
傾
向

が
あ
る
。
今
回
な
ら
、
９
月
１
日
の
福
島
第

一
原
発
汚
染
水
漏
れ
の
発
覚
や
９
月
８
日
未

明
に
報
じ
ら
れ
た
「
東
京
五
輪
招
致
決
定
」

の
影
響
が
大
き
い
。
調
査
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
で
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
関
心
事
を
捉
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
は
関
心
事
が
な
い
場
合
は「
な
い
」

と
回
答
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
前
節
の
分
析
は
関
心
事
と
し
て
具
体
的

り
、
高
齢
層
に
は
健
康
、
病
気
に
な
ら
な
い

こ
と
は
重
要
で
常
に
用
心
す
る
こ
と
な
の
だ
。

だ
が
、
同
じ
若
年
層
で
も
「
な
し
」
の
多
い

Ｌ
Ｓ
と
少
な
い
Ｌ
Ｓ
に
分
か
れ
る
。
高
Ｌ
Ｓ

は
《
若
年
単
身
》《
親
と
同
居
》《
ひ
と
り
親

と
子
》、
低
Ｌ
Ｓ
は
《
若
年
夫
婦
の
み
》《
夫

婦
と
子
》
と
な
り
、
両
者
の
相
違
は
「
配
偶

者
の
有
無
」
で
あ
る
。
な
か
で
も
《
若
年
夫

婦
の
み
》
は
「
な
し
」
が
最
も
少
な
い
。
こ

の
Ｌ
Ｓ
に
い
る
人
た
ち
は
、
夫
婦
と
し
て
新

し
い
関
係
性
を
作
り
つ
つ
、
他
Ｌ
Ｓ
へ
移
る

前
の
期
間
限
定
の
Ｌ
Ｓ
で
あ
る
の
か
、
こ
の

ま
ま
《
夫
婦
の
み
》
で
年
齢
を
重
ね
る
の
か

な
ど
、
選
択
肢
が
多
く
、
思
慮
も
相
談
も
決

断
も
大
い
に
必
要
で
あ
り
、「
な
し
」
で
は

い
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
性
・
年
代
別
で
は
捉
え
き
れ
な
か
っ
た
各

Ｌ
Ｓ
別
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
新
し
い
見

方
を
紹
介
し
た
。
た
だ
し
、
分
析
手
法
の
Ｌ

Ｓ
は
万
能
で
は
な
く
従
来
型
が
有
効
な
ケ
ー

ス
も
多
々
あ
る
。Ｌ
Ｓ
別
、「
性
・
年
代
」
別

だ
け
で
な
く
、技
術
革
新
や
社
会
の
変
化（
高

速
化
、
家
事
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
外
部
サ
ー

ビ
ス
、
技
術
の
浸
透
な
ど
）
が
影
響
を
与
え

る
世
代
別
特
徴
も
垣
間
見
え
る
。
そ
れ
ら
も

含
め
、
入
浴
、
食
事
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
移
動

手
段
）
な
ど
今
回
の
調
査
結
果
は
今
後
、
当

研
究
所
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
て
公
開
予
定
で

あ
る
。

大分類 小分類 年齢 配偶者の有無 子どもの有無 職業の有無 居住形態
（同居者） 子どもの年齢

年齢が２０～３９歳

年齢が４０～６４歳

年齢が６５歳以上

年齢が２０～３９歳

年齢が４０歳以上

年齢が２０～６４歳

年齢が６５歳以上

年齢が２０～３９歳

年齢が４０～６４歳

年齢が６５歳以上

共働き：末子小学生以下

共働き：末子中学生以上

専業主婦：末子小学生以下

専業主婦：末子中学生以上

本人＋親・子ども

本人＋子ども・孫

（回答者が「親」の立場）

ライフ・ステージ 判定される要件

（回答者が「子」の立場）

（回答者が「親」の立場）

その他世帯

三世代世帯

単身世帯

夫婦のみ世帯

夫婦と子の世帯

親と同居している「子」世帯

ひとり親と子の世帯

内訳

172人

144人

86人

310人

184人

39人

47人

115人

345人

390人

143人

182人

230人

316人

175人

59人

63人

3000人への調査の内容

※本調査は毎回同じ内容の「基本項目」とその都度設定する「単発項目」に分かれる。

調査対象:
調査時期:
調査方法:

全国の学生を除いた成人男女（20～80歳）3000人
2013年9月6～11日
ネットモニターを使ったインターネット調査

生活
健康
老後の暮らし
食事
入浴
外出・買物行動
ソーシャルメディア

生活満足度、関心事、生活価値観、結婚・出産意向
健康状況、ストレスの有無・原因
住まい、介護
朝・昼・夜食の頻度、場所、食事内容
入浴の仕方、時間、目的
外出、利用交通機関、買い物の負担
利用メディア、利用時間、目的

1

2

3

4

5

6

7

基本項目

調査項目

単発項目

Chart 1

調査概要

（国勢調査の人口構成に準拠）

（調査・分析ともに、株式会社インテージに依頼）
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46.7%

上位
5項目の
合計

実
は
多
い
、関
心
事
が

「
な
い
」グ
ル
ー
プ

さ
い
ご
に

年齢が上がるとともに健康へ
の関心が高まっているのが
わかる。比較的年齢が若い
LS（上の6つのグループ）で
は、結婚しているグループ

（「若年夫婦のみ」「夫婦と
子 共働き：末子小学生以下」
「夫婦と子 専業主婦：末子小
学生以下」）は「関心事がな
い」という回答が少ない一方、
結婚していないグループ

（「若年単身（20～39歳）」
「親と同居（20～39歳）」「ひ
とり親と子（20～64歳）」）は
「関心事がない」という回答
が多くなる傾向がうかがえる

（カッコ内はサンプルが少な
いため参考値）。

「あり」グループは、肉体的・
精神的に健康である、現状
に満足しているという回答が
多かったのに対し、「なし」グ
ループは、肉体的・精神的に
健康ではない、現状に満足し
ていない、もしくはどちらともい
えないという回答が「あり」グ
ループよりも多い傾向が読み
取れる。

Chart 4

関心事の有無と健康・生活への満足の関係性関心事がある人の方がより健康で、現状の満足度が高い

Chart 5

ライフ・ステージ分析で細かく見えてくる価値観の多様さ LSによる関心事の有無と健康への関心の違い

に
入
力
さ
れ
た（
以
下
、「
あ
り
」グ
ル
ー
プ
）

回
答
を
対
象
に
し
て
い
る
。
一
方
で
社
会
的

な
こ
と
、身
の
回
り
の
こ
と
の
い
ず
れ
も「
な

い
」
と
回
答
し
た
の
は
全
体
の
約
⅓
あ
っ
た

（
以
下
、「
な
し
」
グ
ル
ー
プ
）。
こ
こ
で
は

全
く
記
入
の
な
い
「
な
し
」
グ
ル
ー
プ
に
注

目
し
「
あ
り
」
グ
ル
ー
プ
と
の
違
い
を
見
て

み
る
。「
な
し
」
の
理
由
は
「
関
心
事
の
よ

う
な
個
人
的
な
こ
と
は
回
答
し
た
く
な
い
」

や
、
選
択
式
に
比
べ
自
由
記
述
式
は
キ
ー
ボ

ー
ド
入
力
が
「
面
倒
だ
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

あ
ろ
う
が
、「
あ
り
」
グ
ル
ー
プ
は
「
な
し
」

グ
ル
ー
プ
よ
り
精
神
的
、
肉
体
的
に
健
康
で

あ
る
と
自
覚
し
て
お
り
、
生
活
満
足
度
に
つ

い
て
の
質
問
「
あ
な
た
は
、
今
の
生
活
に
満

足
し
て
い
ま
す
か
」
へ
の
肯
定
的
な
回
答
率

も
明
ら
か
に
高
い
。「
あ
り
」
グ
ル
ー
プ
は

日
々
を
機
械
的
に
過
ご
す
以
外
に
常
に
考
え

て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
精
神
的
、
肉
体
的
、

経
済
的
余
裕
や
時
間
の
余
裕
が
あ
る
と
い
え

る
（Chart 4

）。

　
と
こ
ろ
で
「
身
の
回
り
の
最
も
関
心
の
あ

る
こ
と
」
は
「
健
康
」
だ
と
述
べ
た
が
、
実

際
の
ト
ッ
プ
は
「
関
心
事
な
し
」
で
あ
る
。

そ
こ
で
「
健
康
」
と
「
な
し
」
の
関
係
を
Ｌ

Ｓ
別
の
分
析
で
試
み
た
（Chart 5

）。

　
一
見
し
て
わ
か
る
の
は
年
齢
が
上
が
る
に

つ
れ「
な
し
」が
減
少
、「
健
康
」が
増
加
す
る
。

若
年
層
に
は
健
康
が
身
近
で
当
た
り
前
で
あ

　
社
会
や
暮
ら
し
が
高
速
化
、
複
雑
化
し
、

個
人
の
価
値
観
が
多
様
化
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
久
し
い
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
変
化
な

の
か
、
そ
の
実
態
を
あ
り
の
ま
ま
捉
え
る
べ

く
、
当
研
究
所
の
生
活
者
意
識
調
査
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
（Chart 1

）。

　
価
値
観
の
多
様
化
と
は
従
来
の
「
性×

年

代
」
別
（
男
女
別
、
年
齢
別
）
分
析
で
は
、

実
像
を
捉
え
づ
ら
く
な
る
こ
と
か
も
し
れ
な

い
。
そ
こ
で
「
性
別
」、「
年
齢
」
以
外
に
意

識
と
行
動
を
決
定
す
る
要
素
は
「
配
偶
者
」

「
子
ど
も
」「
仕
事
」
の
有
無
の
３
点
と
仮
定

し
た
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

「
日
本
の
世
帯
数
の
将
来
推
計（
全
国
推
計
）」

（
２
０
１
３
年
１
月
推
計
）
に
よ
る
と
、
１

９
８
０
年
と
比
較
す
る
と
、
複
数
世
代
同
居

家
族
や
核
家
族
な
ど
の
家
族
で
住
む
世
帯
は

減
少
し
、現
在
全
体
の
５
割
弱
で
あ
る
。一
方
、

単
身
世
帯
と
夫
婦
の
み
世
帯
は
、
各
々
13
ポ

イ
ン
ト
、
７
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
両
者
で
現

在
過
半
数
で
あ
る
。

　
調
査
で
は
配
偶
者
、
子
ど
も
、
仕
事
の
有

無
を
問
い
、
大
き
く
７
つ
、
詳
細
に
は
17
の

「
ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
（
以
下
、Ｌ
Ｓ
）」（
人

生
を
入
学
・
就
職
・
結
婚
・
退
職
等
人
生
の

節
目
ご
と
で
区
切
る
こ
と
）
に
分
類
、Ｌ
Ｓ

ご
と
に
結
果
を
分
析
し
、
価
値
観
の
多
様
化

を
捉
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
今
回
使
用
す

る
Ｌ
Ｓ
はChart 2

の
通
り
で
あ
る
。

「
社
会
的
な
こ
と
、
身
の
回
り
の
こ
と
」
に

つ
い
て
尋
ね
た
。「
最
も
関
心
の
あ
る
こ
と
」

「
２
番
目
に
関
心
の
あ
る
こ
と
」
を
各
々
２

点
ず
つ
、
最
大
４
点
を
回
答
す
る
こ
と
が
で

き
る
（
以
下
、
関
心
事
）。

　
自
由
記
述
式
で
は
回
答
が
多
岐
に
わ
た
る

た
め
、
類
似
の
回
答
を
集
約
、
分
析
す
る
。

例
え
ば
「
車
」「
自
動
車
」
を
「
自
動
車
」
に
、

「
貯
金
」「
投
資
」
を
「
資
産
関
連
」
に
な
ど

で
あ
る
。
一
方
、
受
験
・
就
職
・
結
婚
な
ど

幅
広
い
年
齢
に
わ
た
る
も
の
は
「
子
ど
も
」

と
し
て
く
く
り
、
対
象
が
乳
幼
児
・
小
児
期

に
限
ら
れ
る
「
子
育
て
」（
育
児
・
妊
娠
な

ど
を
含
む
）
と
は
別
も
の
と
し
た
。

　
人
々
の
最
大
の
「
関
心
事
」
は
「
健
康
」

で
あ
っ
た
（
次
頁Chart 3

）。
見
え
て
く
る

こ
と
は
「
社
会
的
な
こ
と
」
は
抽
象
的
で
総

論
的
な
表
現
が
多
く
、
回
答
が
集
中
し
や
す

い
（
上
位
５
項
目
計
61
％
）。
一
方
「
身
の

回
り
の
こ
と
」
は
、
健
康
が
最
も
高
く
、
そ

れ
以
外
は
多
様
で
あ
る
。
例
え
ば
「
ゲ
ー
ム
、

娯
楽
、
趣
味
」
は
「
登
山
」
や
「
マ
ラ
ソ
ン
」

な
ど
個
別
具
体
的
な
回
答
が
含
ま
れ
る
。
ま

た
「
社
会
的
な
こ
と
」
は
、
加
え
て
直
前
の

報
道
や
事
件
・
事
故
等
に
影
響
さ
れ
る
傾
向

が
あ
る
。
今
回
な
ら
、
９
月
１
日
の
福
島
第

一
原
発
汚
染
水
漏
れ
の
発
覚
や
９
月
８
日
未

明
に
報
じ
ら
れ
た
「
東
京
五
輪
招
致
決
定
」

の
影
響
が
大
き
い
。
調
査
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
で
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
関
心
事
を
捉
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
は
関
心
事
が
な
い
場
合
は「
な
い
」

と
回
答
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
前
節
の
分
析
は
関
心
事
と
し
て
具
体
的

り
、
高
齢
層
に
は
健
康
、
病
気
に
な
ら
な
い

こ
と
は
重
要
で
常
に
用
心
す
る
こ
と
な
の
だ
。

だ
が
、
同
じ
若
年
層
で
も
「
な
し
」
の
多
い

Ｌ
Ｓ
と
少
な
い
Ｌ
Ｓ
に
分
か
れ
る
。
高
Ｌ
Ｓ

は
《
若
年
単
身
》《
親
と
同
居
》《
ひ
と
り
親

と
子
》、
低
Ｌ
Ｓ
は
《
若
年
夫
婦
の
み
》《
夫

婦
と
子
》
と
な
り
、
両
者
の
相
違
は
「
配
偶

者
の
有
無
」
で
あ
る
。
な
か
で
も
《
若
年
夫

婦
の
み
》
は
「
な
し
」
が
最
も
少
な
い
。
こ

の
Ｌ
Ｓ
に
い
る
人
た
ち
は
、
夫
婦
と
し
て
新

し
い
関
係
性
を
作
り
つ
つ
、
他
Ｌ
Ｓ
へ
移
る

前
の
期
間
限
定
の
Ｌ
Ｓ
で
あ
る
の
か
、
こ
の

ま
ま
《
夫
婦
の
み
》
で
年
齢
を
重
ね
る
の
か

な
ど
、
選
択
肢
が
多
く
、
思
慮
も
相
談
も
決

断
も
大
い
に
必
要
で
あ
り
、「
な
し
」
で
は

い
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
性
・
年
代
別
で
は
捉
え
き
れ
な
か
っ
た
各

Ｌ
Ｓ
別
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
新
し
い
見

方
を
紹
介
し
た
。
た
だ
し
、
分
析
手
法
の
Ｌ

Ｓ
は
万
能
で
は
な
く
従
来
型
が
有
効
な
ケ
ー

ス
も
多
々
あ
る
。Ｌ
Ｓ
別
、「
性
・
年
代
」
別

だ
け
で
な
く
、技
術
革
新
や
社
会
の
変
化（
高

速
化
、
家
事
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
外
部
サ
ー

ビ
ス
、
技
術
の
浸
透
な
ど
）
が
影
響
を
与
え

る
世
代
別
特
徴
も
垣
間
見
え
る
。
そ
れ
ら
も

含
め
、
入
浴
、
食
事
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
移
動

手
段
）
な
ど
今
回
の
調
査
結
果
は
今
後
、
当

研
究
所
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
て
公
開
予
定
で

あ
る
。

Chart 3

アンケート結果で関心が高かったトピック

「身の回りのこと」への関心

オリンピック

原発

8.8% 仕事6.8%

61.0%

上位
5項目の
合計

経済11.5%

健康
19.1%

ゲーム、娯楽、趣味8.6%

子ども
6.9%

住まいと暮らし

5.3%

「社会的なこと」は上位のト
ピックに回答が集中したのに
対し、「身の回りのこと」では
「健康」が抜きんでているが
他の回答はばらける傾向に
あった。しかし、実際に最も多
かった回答は「関心事がな
い」で、「社会的なこと」「身
の回りのこと」のどちらでも、
回答の約⅓を占めた。http://www.osakagas.co.jp/company/efforts/cel/index.html

肉体的に健康である 精神的に健康である

関心事「あり」の人

関心事「なし」の人

どちらとも
いえない

どちらとも
いえない

いいえ

いいえ

現状に満足している

いいえ

62%18%

20%

64%17%

19%

64%18%

18%

49%
31%

20%

45%

30%

25%

49%
31%

20%

どちらとも
いえない

いいえ

どちらとも
いえない

いいえ

どちらとも
いえない

いいえ

どちらとも
いえない

はい

はい

※「健康である」で、「はい」は「非常に健
康だ」＋「まあ健康だ」を合わせたもの、
「いいえ」は「あまり健康ではない」＋「ま
ったく健康ではない」を合わせたもの。
「現状に満足している」で、「はい」は「非
常に満足している」＋「やや満足してい
る」を合わせたもの、「いいえ」は「あまり
満足していない」＋「まったく満足してい
ない」を合わせたもの。

「社会的なこと」への関心

消費税・
増税

はい

はい

はい

はい

15.7%

15.0%

外交・世界情勢

9.9%

「関心事」なしの人 「健康」に関心のある人

35.3%

51.2%

53.9%

（43.9%）

29.6%

38.5%

33.0%

34.0%

34.8%

32.5%

41.1%

30.7%

30.2%

22.1%

24.6%

29.8%

40.7%

33.3%

13.4%

5.8%

3.5%

（0.0%）

3.5%

4.2%

5.2%

10.4%

16.3%

15.7%

12.6%

16.5%

9.9%

33.7%

26.4%

29.8%

22.0%

12.7%

若年単身（２０～３９歳）

親と同居（２０～３９歳）

ひとり親と子（２０～６４歳）

若年夫婦のみ（２０～３９歳）

夫婦と子 共働き：末子小学生以下

夫婦と子 専業主婦：末子小学生以下

中高年単身（４０～６４歳）

親と同居（４０歳以上）

中高年夫婦のみ（４０～６４歳）

本人＋親・子ども

夫婦と子 専業主婦：末子中学生以上

夫婦と子 共働き：末子中学生以上

高齢単身（６５歳以上）

高齢夫婦のみ（６５歳以上）

ひとり親と子（６５歳以上）

本人＋子ども・孫

年齢が
上がるとともに
健康への関心が
高まっている

若年層

全体

中年層

高年層

その他

結婚していると
「関心事」が
増える

傾向がある
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